
令和7年度大垣市市民活動助成事業 総合評価審議結果表 

１ 市民活動助成（助成率：2/3、助成金の上限：250,000円） 

№ 団体（協働担当課） 代表者 事業名 事業内容 申請額 
審査点数 

（平均点） 
審議会からの意見 

1 上石津まちづくり 

協議会 

 

三輪 賢司 時山の自然を

感じ里山の地

域資源とSDGs

を学ぶ 

企業と連携して再整備する時

水力発電所と伝統文化の継承

と復興を目指している時山炭

をテーマに見学会を開催する。

また、時山の自然環境を歩きな

がら体験し、地域資源の活用

と、河川・山林の大切さを再認

識する機会を創出し、SDGsへの

関心を高め、持続可能な社会の

構築を目指すとともに、上石津

の魅力・情報として発信・PR

する。 

 

130,000 143/180 

（3.97） 

【採択】 

・子どもたちに興味や関心を広げ、次世代につな

げる活動に発展させていただきたい。 

・参加者40人にアナウンスが届かない可能性もあ

るため、案内方法等の工夫を行っていただきた

い。 

2 「創まち」ラボ 

（農林課） 

河瀬 将司 子ども達が自

ら創りだす自

然探求学習事

業 

未来を担う子ども達は、自然豊

かな土壌空間・表情の魅力を自

然探求学習を通じて学び、自ら

課題を見つけて解決策を見出

し、元気な農山文化の保護・進

化のある元気な「まち」を創る

ことを目的とし、親子で楽しみ

ながら田植えから稲刈りまで

農業体験やわらを活用したア

ートやしめ縄づくりの製作な

ど、自由な発想で楽しめる体験

を実施する。 

 

250,000 119/180 

（3.31） 

 

【採択】 

・十分な広報を行うなど、参加者の確保に努めて

いただきたい。 

・活動を担っていただく仲間を増やす取り組みを

行っていただきたい。 

・田んぼの借地料を見直すことで参加費を下げる

等、予算の見直しを行っていただきたい。 



№ 団体（協働担当課） 代表者 事業名 事業内容 申請額 
審査点数 

（平均点） 
審議会からの意見 

3 時そばの会 

（農林課） 

馬場 正雄 そば打ち体験

から仲間づく

り、地域づく

り 

上石津産のそばを使ったそば

打ち体験を上石津で行ってい

ることや上石津のそばの味や

魅力を広く周知し、上石津地域

の魅力を高め、そば打ちの楽し

さや人との交流を促進させる

ため、大垣地域において親子で

そば打ち体験を行い、そばを通

して食の大切さを学び、親子の

絆を深める。 

 

86,000 148/180 

（4.11） 

 

 

【採択】 

・事業を通じて参加者に上石津の良さを伝えてい

ただきたい。 

・県内外への情報発信に力を入れていただき、今

後も継続して活動していただきたい。 

4 English Club 

（社会教育スポーツ

課） 

髙井 有加 英語の絵本を

楽しもう！ 
高校生が自ら作製した英語の

絵本を子どもたちに読み聞か

せることで、挑戦する勇気と素

晴らしさを経験するとともに、

市民に広く英語の楽しさや、英

語を学ぶすばらしさを伝える。 

 

250,000 141/180 

（3.92） 

【採択】 

・子どもの年齢に応じて制作する絵本の内容や読

み聞かせ方を工夫していただきたい。 

・Ｔシャツ代は対象外とします。また、生成ＡＩ

ソフトの利用料は月額利用とし削減につなげる

等、予算の見直しを行っていただきたい。 

 

5 ぶんかのタネ 

（文化振興課） 

石田 香里 地域部活動 

あなたが主

役！ 

絵本声優デビ

ュー 

高校生と芸術家が、芸術の力を

もって魂を揺さぶり、舞台発表

を通して高校生や観客らが自

己肯定感を得る機会を創出す

るため、プロジェクターで投影

する「大垣の水」をテーマとし

た脚本の挿絵にあわせて、声に

よる舞台を発表する。 

 

250,000 135/180 

（3.75） 

 

【採択】 

・面白い取り組みであるため、十分に工夫をして

実施していただきたい。 

・部活動への謝礼は対象外とするため、参加者募

集や部活動への依頼方法を再検討しながら、予

算を見直していただきたい。 



№ 団体（協働担当課） 代表者 事業名 事業内容 申請額 
審査点数 

（平均点） 
審議会からの意見 

6 まちづくりボラン

ティア 

（市民活動推進課） 

溝口 隆司 みんなでボラ

ンティアしよ

う（賞）！ 

―目指せボラ

ンティア推進

都市－ 

市民のボランティアへの意識

を高め、ボランティアの輪を広

めることで、誰もが日常生活の

中でボランティア活動ができ

る環境をつくり、市民生活の質

を高めることを目的とし、ボラ

ンティアに参加した場合にポ

イントを付けるボランティア

ポイント制を導入し、貯まった

ポイント数により表彰する。 

 

135,000 146/180 

（4.06） 

 

【採択】 

・小中高生が参加したいと思えるボランティア内

容や、参加して自己評価が上がるような表彰に

していただきたい。 

・連携団体以外のボランティア活動についても評

価できる仕組みを検討していただきたい。 

7 産前産後ケアあっ

ぷる 

（保健センター） 

田邉麻紗子 ママのための

ウィメンズヘ

ルスケア～お

おがき産前産

後ケアの日～ 

バランスボールエクササイズ

により、妊娠準備期から妊娠

期、産後までの心身をケアする

機会と、講座開催により学びの

機会を提供する。併せて、参加

者同士が交流する場を設け、仲

間づくりの機会を提供し、周り

を頼りながら子育てをしてい

くきっかけづくりとする。ま

た、母親自身の身体のケアを考

える機会をつくり映画上映会

を開催する。 

 

250,000 145/180 

（4.03） 

 

【採択】 

・産前産後ケアについて多くの方が知り、参加で

きるよう、参加費の見直し等を行いながら、今

後も活動を継続していただきたい。 

・事業を行う中で潜在ニーズを掘り起こし、今後

の活動に生かしていただきたい。 

【審議会からの総評】 

・活動の場の安全を確保し、事業の実施やスケジュール、規模等について十分にご検討いただき、参加者にとって魅力ある活動を行ってください。 

・継続して活動できるよう、今後を見据えた活動を行ってください。 


